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脳波の伝搬と他の脳に与える作用(1つの共鴫現象）［l]
Brain Waves Propagation and Action on the Other Brain (A Resonance Phenomenon) [I] 

Abstract: A possibility of propagated brain waves to act 

on the other brain and cause a resonance phenomenon is 

shown by an electric dipole model in this essay. 

Keywords: 脳波( brain waves)、電気及極子モデル

(electric dipole model)、共嗚現象(resonance phenomenon) 

l. はじめに

ある日、不思議な体験をした。

久しぶりに同窓会で会った友人を駅まで送って行ったと

きのことである。

大きな駅の広いコンコー スで、友人はエスカレ ー タ ー に

乗ってプラットホ ー ムのある階へ上がっていき、私は別

れを惜しみながら帷かに彼女を見送っていた。

時刻は夜9時を過ぎており、周りにはまだ多くの人がい

たけれども、昼間のような喧騒はほとんどなかった。

もう少しで上の階に着くというときに、友人の前にいた

若い女性が不意に何かに気づいて振り返った。

そこでようやく友人も振り返って私に気づき、再び別れ

の挨拶をすることができた。

そのとき友人と私との距離は10-15 mくらいあっただろ

うか。

その後、友人の前にいた若い女性がどうして気づいたの

かということが気になった。

もしかして、私が発した脳波が彼女の脳に屈いて何かの

作用を及ぽしたのだろうか？

しかし、これはいわゆる「虫の知らせ」とは違うものだ。

虫の知らせは、遠く離れた人の災難や凶事を事前に察知

するというもので、人間の危険予知や思いやりという想

像力によるものだろう。

本稿は、脳神経細胞の「電気双極子モデル」に基づいて、

電磁波である脳波の伝搬と他の悩に与える作用について

科学的に考察することを目的にしている。

紙面の都合上2回に分けて、第1回は脳波の起源と電気

双極子モデルについて説明し、第2回は脳波の伝搬と他

の脳に与える作用 (1つの共嗚現象）について述べる。
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2. 脳波の起源

脳波は、脳神経細胞（ニュ ー ロン）の生化学的・軍気的

活動（屯気信りの発生と伝述）によって生じる電位変動

を反映したものであり、脳の活動状態（睡眠、瞑想、安

静、思考、計算などの意識レベル）を表すと言われてい

る。1)

脳波の起源は、次のように考えられている。

外界からの物理化学的刺激（光、音、熱など）や身体内

郎（内臓など）からの刺激により感覚受容器で発生した

電気的インパルスは、感覚神経を上行して、脊髄、脳幹

（延髄、橋、中脳）、間脳（視床、視床下部）を経由し、

大脳皮質（前頭染、頭頂業、側頭染、後頭染、辺縁袋）

に達する。 2) 3) 

神経細胞は、脳幹から大脳皮質に至る過程で、多くの側枝

を出して興奮性・抑制性のシナプス結合を行い、その 結

果発生した周期1-10 msの律動性振動（電気的パルス）

によって大脳皮質の覚醒レベルを調節する。

これを上行性覚醒系といい、脳幹（脚橋被蓋核）から視床

を経由する経路や脳幹（青班核、縫線核）から視床下部を

経由する経路、さらに脳幹（青班核、結合腕傍核）から

前JJ悩某底部を経由する経路などが報告されている。 3)

また大脳皮質には、興奮性の錐休細胞とそれを抑制的に 

制御する非錐体細胞などの神経細胞が数多く存在して、

人間が生きていく上で必要な高次の脳機能を実現している。

とくに大脳皮質第5層（神経節細胞層）にある錐体細胞は、

円錐形の細胞休から尖端樹状突起を表層近くまで伸ばし 

て、他の神経細胞から興窟性・抑制性の信号を受けると

ともに、軸索を長く伸ばして、皮質内（同側領野間、左右

半球間）および皮質下（大脳基底核、視床、脳幹、脊髄

など）に興會性化号を投射するので、JJ悩波の発生に大き

＜富りしていると考えられている。 4) 5) 6)（図l参照）

錐1本細胞の生化学的・電気的活動によって、樹状突起の

シナプス結合が興奮性信号を受けると、興奮性シナプス
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